
第２学年１組 保健体育科学習指導案
指導者 野田 聖弥

１ 単元「バスケットボール」

２ 目標
○ 基本的なボール操作を身につけ「いつ、どこへ、どのように動くか」（ボールを持たないとき
の動き）」を理解することができる。 【知識及び技能】
○ 「２対１→２対２」「３対２→３対３」速攻の練習を通して、マークを外し人数的優位性をつ
くることの重要性に気づくとともに、そのような局面をつくるための作戦を考えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
○ チームの仲間と協力して作戦を考えたり、その作戦に基づいたゲームを展開しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
３ 計画（９時間）

知：知識・技能 考：思考・判断・表現 態：主体的に取り組む態度 ［書く活動はゴシック体］

次 学習活動・内容 『問い』 教師の支援 評価の観点
一 １ オリエンテーションを行う。

（１）単元の見通しを持つ。 ○単元の見通しを持た
２ ・授業でのルール確認 せるために、バスケッ
時 ・グルーピング トノート等を使い説明
間 ・単元のめあてと計画 する。

２ ためしのゲームを行う。 ○ためしのゲームの様
（１）バスケットボールの特性に触れる。 ○バスケ 相を確かめるために、
・ボール操作 ットボー タブレットによる撮影
・ボールを持たないときの動き ルの特性 を行う。

（２）チーム（個人）の課題を明らかに は。 ○チームや個人の課題
する。 ○チーム を発見するために撮影
・フロアバランスがとれない（密集） （個人） した映像を分析する。
・ボールが運べない の課題は
・シュートまでつながらない なにか。

二 ３ ハーフコート「２対１、３対２」の ○パスを ○人数的優位性を理解 知：ノーマー
アウトナンバーゲームを行う。 つなぐた させるために、 ハー クの存在が

５ ・個人技能の定着 めには。 フコート「２対１、３ 人数的優位
時 （ドリブル、キャッチ、パス、シュート） 対２」のゲームの様相 性をつくる
間 ・人数的優位性の理解 をタブレットで撮影し ことに気づ

４ オールコート速攻の練習を行う。 分析させる。 き、パスを
［書く活動Ⅱ］ もらうため
（１）オールコート「２対１→２対２」 ○効率よ ○２線速攻の走り方や のポジショ

速攻で効率よくボールを運び、パス くボール 「２対２」から人数的 ン取りが理
やシュートにつなげるため動きを考 を運ぶに 優位な局面をつくるた 解できてい
える。 は。 めの動きを理解させる るか。

（２）オールコート「２対１→２対２」 ○効率よ ために、基本的な動き
速攻の練習を行う。 くパスや のパターンをバスケ部
①２対１…２線速攻 シュート 生徒による動画を使っ
・フリースローレーンの距離を走る につなげ て示す。
②２対２…アーリーオフェンス るために
・カットイン・スクリーン は。
・ハンズオフ

［書く活動Ⅲ］ ○「２対 ○３線速攻の走り方や 考：前時で学
（３）オールコート「２対１→２対２」 １→２対 「３対３」から人数的 んだことを

速攻での学んだことを「３対２→３ ２」速攻 優位な局面をつくるた 本時につな
対３」速攻につなげて作戦を考える。 で学んだ めの動きを理解させる げてまとめ

本 （４）オールコート「３対２→３対３」 こ と を ために、基本的な動き ることがで
時 速攻のミニゲームを展開する。 「３対２ のパターンをバスケ部 きるか。
５ ①３対２…３線速攻 → ３ 対 生徒による動画を使っ 態：作戦を工
／ ・ワイドラン ３」速攻 て示す。また、その動 夫しながら
５ ・クリスクロスラン につなげ きを参考にチームで作 ゲームを展

②３対３…セットオフェンス る（応用 戦を考えさせる。 開しようと
《トライアングルオフェンス》 する）た しているか
・カットイン ・ポスト めには。 いるか。
・スクリーン ・ハンズオフ
（ボールを持っている人の DF へ、持っていない人の DF へ）

三 ５ 正規のオールコート５対５のゲーム ○これま ○これまで学習してき 態：チームで
を行う。 で学習し たことを正規の「５対 協力して作

２ （１）リーグ戦を行う。 たことを ５」のゲームにつなげ 戦を考えた
時 ・チームの課題に応じた作戦 正規のゲ るために、基本的な動 り、ゲーム
間 （２）単元のまとめ・振り返りを行う。 ームにつ きを示すとともに、チ 展開したり

・「何を」「どのように」「使えたか」 なげるた ームで戦術を考えさせ しようとし
めには。 る。 ているか。



４ 本時 令和５年１１月１０日（金） 第５校時 体育館
５ 【後期：充実発展期】
①保健体育科における「見方＝視点」
「チームで協力してゲームを展開し、バスケットボールを楽しむ」

②思考内容「考え方＝方法」→「多面的・多角的に見る」
『問い』→『オールコート「２対１→２対２」速攻で学んだことを「３対２→３対３」速攻につ

なげる（応用する）には、どのような動きを意識してゲームを展開をすればよいだ
ろうか。』

６ 本時の主眼
○ 既習のオールコート「２対１→２対２」速攻の練習で学んだことを「３対２→３対３」速攻の
動きにつなげてまとめたり、チームで練った作戦をためしたりすることができる。

７ 本時の指導観
本単元では、素早いパスワークによりボールを効率的にフロントコートに運び、シュートまで

つなぐことができるチーム（生徒）の育成をねらいとしている。
そのために、前時までにハーフコート２対１、３対２のアウトナンバーのゲームやオールコート
「２対１→２対２」速攻の学習を行ってきた。そこで生徒は、ノーマークをつくり人数的優位性を
生み出すことで、パスがつながりやすくなったり、シュートに結びつけやすくなったりすること
に気づいている。しかし、速攻の効果的な走り方が分かっていなかったり、ノーマークをつくるた
めの動きが十分に理解できていなかったりしている。
そこで本時では、「２対１→２対２」速攻の練習で学んだことを「３対２→３対３」速攻につな

げ、有効な攻撃が展開できるようになることをねらいとする。

８ 本時の過程 ［書く活動はゴシック体］
生徒の活動・内容 教師の支援 評価の観点 形態 配時

１ 前時の学習を振り返り、めあて 一斉 ５
を確認する。

［書く活動Ⅲ］
（１）［書く活動Ⅲ］のシートやバス ○「２対１→２対２」速攻の学 考：「２対 チー

ケットノートにまとめた「３対 習を基に考えた作戦を確認する １→２対 ム
２→３対３」速攻の作戦を確認 ために、前時にまとめた「書く ２」速攻
する。 活動Ⅲ」の内容を振り返らせる。 で学んだ
①３対２…３線速攻 ○速攻とセットオフェンスの両 ことを
・ワイドラン 方に対応するために、３対２速 「３対２→
・クリスクロスラン 攻と３対３攻防の場面に分けて ３対３」

②３対３…セットオフェンス 作戦を考えさせる。 速攻の動
《トライアングルオフェンス（か きにつな
さ型・たて型）》 げてまと
・カットイン ・ポスト めること
・スクリーン ・ハンズオフ ができて
（ボールを持っている人の DF いるか。
へ、持っていない人の DFへ）
め あ て

チームで練った作戦をもとに「３対２→３対３」速攻を成功させよ
う。

２ 作戦に応じたチーム練習を行う。 ○作戦を成功させるために、チ チー ５
・３線速攻の練習 ームの課題に応じた練習を行わ ム
・セットオフェンスの練習 せる。

３ 作戦に基づきオールコート「３ 態：チーム チー １５
対２→３対３」速攻のミニゲーム で練った ム
を展開する。 作戦をゲ

（１）タブレットでゲームの様相を ○チーム（個人）の課題解決状 ームの中
撮影する。 況を把握するために、ゲームの でためそ

［書く活動Ⅲ］ 様相をタブレットを使い、撮影 うとして
（２）撮影した映像をもとに作戦を させる。 いるか。 ５

練り直す。 ○チーム（個人）の課題を解決
・走るコース取り するために、作戦を練り直させ
・役割の確認と見直し る。
・ノーマークをつくる動き

（３）練り直した作戦をためす。 １５
・課題の修正 ○作戦通りの展開ができるよう
・成果と課題 に、互いの動きを確認させる。

４ 本時の学習の振り返りを行う。 ○次時の学習（正規のゲーム５
（１）本時のゲームを振り返りまと 対５）につなぐことができるよ 一斉 ５

める。 うに、成果と課題を整理させる。
（２）次時の学習内容を確認する。


